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１．はじめに 

鋼製胴縁の防錆処理は，一般的に JIS K 5674 などのさび

止めペイントが用いられるが，胴縁は構造体に比べて板

厚が薄いため，さび止めペイントだけでは耐久性が低く，

構造体よりも先に胴縁が耐用年数を超えてしまうという

課題がある．そこで，筆者らは胴縁の耐食性向上と製造

の簡素化を目的とした胴縁システムを開発 1)し，耐食性に

ついて報告 2)3)4)した．また，半屋外空間の外壁下地材を想

定した耐食性試験(JIS H 8502 中性塩水噴霧サイクル試験)

により，下地材とドリルねじの各要素比較とその組み合

わせによる評価を実施し，高耐食めっき鋼板がドリルね

じの腐食抑制にも寄与していることを報告 5)した． 

今回，実環境においてもその効果が発現するかを検証

するため，鋼製胴縁に用いられる各種表面処理鋼材と

種々の表面処理を施したドリルねじ及び締結ファスナー

を組合せた暴露試験体を製作し，暴露試験を開始した． 

本報(その 1)では高耐食めっき鋼板の特長及び既報試験

結果 5)と試験場所概要を，(その 2)では暴露試験体の仕様

及び観察目的を，(その 3)では和歌山県串本町での暴露 8

ヶ月経過後の試験結果について報告する． 

2．高耐食めっき鋼板の特長及び既報試験結果 

本胴縁システムに用いる高耐食めっき鋼板は，JIS G 

3323(溶融亜鉛－アルミニウム－マグネシウム合金めっき

鋼板及び鋼帯)等のプレめっき鋼板である．図 1 に胴縁に

用いられる各種表面処理鋼板の耐食性試験結果を示す．  

鉛・クロムフリーさび止めペイント 2 回塗り及び溶融亜

鉛めっきは，150 サイクルで著しい赤錆が発生したが，高

耐食めっき鋼板では著しい赤錆の発生は確認されなかっ

た．これは，高耐食めっき鋼板のめっき層の表層に緻密

な腐食生成物が形成し，腐食を抑制したためだと考えら

れる． 

図 2 には外壁を固定するドリルねじと各種表面処理鋼板

の組合せによる耐食性試験結果を示す．高耐食めっき鋼

板に接合されたドリルねじは白錆の発生までに留まり，

ドリルねじの鋼素地腐食減量率が最も小さいことが確認

された．これは高耐食めっき鋼板の犠牲防食がドリルね

じにも働き，腐食が抑制されたと推定される． 

図 1 各種表面処理鋼板の耐食性試験結果 
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図 2 ドリルねじと各種表面処理鋼板の耐食性試験結果 
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3．屋外暴露試験地 

屋外暴露試験地を表 1及び図 36)に示す．暴露試験地は，

本州最南端に位置する①和歌山県東牟婁郡串本町(海岸か

ら約 250m)の㈱日本ラスパート和歌山暴露試験場及び，日

本海側の富山湾に面した②富山県黒部市天神新(海岸から

約 1km)の㈱カナヤマ黒部工場の 2 ヶ所とし，写真 1 に示

す暴露試験体を設置した．暴露試験は①を 2024 年 3 月よ

り，②を 2024 年 10 月より開始した． 

暴露試験体の仕様については，続報(その 2)に示す． 

表 1 屋外暴露試験地 
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図 3 暴露試験地 
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写真 1 暴露試験体設置状況（写真上①，下②） 
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